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  第１章では、緒論として研究背景、既往の研究、研究目的をまとめた。  










































第 2 章以降では耐水性の指標を湿潤引張強さとした。装潢師が染色の際に薄美濃紙を浸漬するのは約 20 秒、この
短時間の浸漬時間での測定が可能なフィンチ法で、装潢師が官能試験に用いた抄紙方法の異なる薄美濃紙の湿潤引
張強さを測定し、官能評価とほぼ同様な結果を定量的に得た。 
第 3 章では、はじめに、煮熟強さを変えて製造した薄美濃紙についても第 2 章と同様に装潢師による官能評価と良い
一致を得、この結果から、湿潤引張強さの高い薄美濃紙を製造するためには、楮皮をソーダ灰 10-13％（対楮皮重量）















研究成果としては学術論文 1 本、学会発表 5 件を行っている。 
以上の点から本論文は博士 (文化財）の学位を授与するに十分な内容である。 
 
 
 
